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(57)【要約】
【課題】　天然紙のみを使用して三次元成形により形成
した写真スタンドのような紙製の成形品とその製造方法
を提供すること。
【解決手段】　対向面に接着剤２を付けた２枚又は二重
に折曲げた紙１同士を前記接着剤２により接着すると共
に、接着される紙１をホットプレスによって所望の断面
形状に成形することにより、前記接着剤２を硬化させる
とともに前記断面形状に成形したこと。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向面に接着剤を付けた２枚又は二重に折曲げた紙同士を前記接着剤により接着すると
共に、接着される紙をホットプレスによって所望の断面形状に成形することにより、前記
接着剤を硬化させるとともに前記断面形状に成形したことを特徴とする紙製成形体。
【請求項２】
　紙製形成体は、一枚の用紙を２つ折りすると折り目の内側に芯となる紙紐などを挟持さ
せるか、又は、前記芯に代え、或は、その芯と併用して折り目に沿って補強作用をする凹
状又は凸状の筋をリブとして入れた請求項１の紙製成形体。
【請求項３】
　用紙に生分解性プラスチック材を用いた請求項１又は２の紙製成形体。
【請求項４】
　紙製成形体の外面には、適宜の印刷を施した請求項１～３のいずれかの紙製成形体。
【請求項５】
　用紙の外面又は接着剤の塗布面に、粗い織目の帛布、不織布、薄い和紙、フィルムのい
ずれかを積層した請求項１～４のいずれかの紙製成形体。
【請求項６】
　紙製成形体は、写真スタンド，カレンダー用スタンド型台紙，椅子，トレー，置物のい
ずれかである請求項１～５のいずれかの紙製成形体。
【請求項７】
　カレンダー用スタンド型台紙は、側断面略Ｌ字状に形成すると共に、上端部にカレンダ
ー用紙を綴じ込むための櫛歯状乃至フォーク爪状のリング部を形成した請求項６の紙製成
形体。
【請求項８】
　対向面に接着剤を付けた２枚の紙同士又は二重に折曲げた紙同士を前記接着剤により接
着し、接着される紙をホットプレスにより成形しながら、前記接着剤を硬化させて当該紙
を所望する成形体の断面形状に成形することを特徴とする紙製成形体の製造方法。
【請求項９】
　成形体は、写真スタンド，カレンダー用スタンド型台紙，椅子，トレー，置物のいずれ
かである請求項８の紙製成形体の製造方法。
【請求項１０】
　防水処理又は防湿処理を施す請求項８又は９の紙製成形体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は写真スタンドやメモ台あるいは卓上カレンダー用のスタンド型台紙などの紙製
成形体、殊に、天然紙製の成形体とその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より紙製の写真スタンドや卓上カレンダー台紙などは公知である。しかし、従来の
紙製の写真スタンドなどは、比較的厚手の平板状の用紙を裁断してフレーム形状を作り、
当該フレームに立設用のスタンド脚や支えなどの所要部品を接着したり、接合孔や切込み
に脚や支え側の係止片を差込んで形成する構造であるため、デザインの自由度が低く、従
って、デザインを高度化したり複雑化すると、部品点数が増えて制作に手間取り、また、
壊れ易いという問題がある。
【０００３】
　一方、上記のような写真スタンドや卓上カレンダー用のスタンド型台紙などの全部又は
一部をプラスチック合成品により形成したものもある。このタイプのものは、金型コスト
を除くとデザインの自由度が高いため、多くの製品が市場に供給されているが、プラスチ
ック製品、或は、プラスチックと紙や金属などの混成品は、不用廃棄時の材料の分別に手
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間取るのみならず、環境問題の点からもプラスチックや金属の使用は避けた方が好ましい
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで本発明では、天然紙のみを使用して三次元成形により形成した写真スタンドのよ
うな紙製の成形品とその製造方法を提供することを、その課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決することを目的としてなされた本発明紙製成形品（以下、単に本発明成
形品という）の構成は、対向面に接着剤を付けた２枚又は二重に折曲げた紙同士を前記接
着剤により接着すると共に、接着される紙をホットプレスによって所望の断面形状に成形
することにより、前記接着剤を硬化させるとともに前記断面形状に成形したことを特徴と
するものである。
【０００６】
　なお、本発明では、生分解性プラスチック材による用紙を用いることもできる。
　また、折曲げて二重に接着した用紙を用いた本発明成形体では、一枚の用紙を２つ折り
するとき、その折り目の内側に芯となる紙紐などを挟持させた構成を採ることができる。
さらに、前記芯に代え、或は、その芯と併用して折り目に沿って補強作用をする凹状又は
凸状の筋をリブとして入れることもある。
【０００７】
　本発明では、用紙の外面又は接着剤の塗布面に、例えば粗い織目の帛布或は不織布や薄
い和紙やフィルムなどを積層した構造とすることができる。また、紙製成形体の外面に、
化粧乃至補強の趣旨で、薄い帛布，不織布、或は、天然素材によるフィルムや薄い和紙な
どを貼着積層してもよい。この場合の帛布、不織布などは天然素材により作製されたもの
が好ましい。加えて、本発明成形体では、前記用紙や帛布などの外面、或は、２つ折りし
た用紙の外面に、適宜の印刷や表示（色彩，模様，文字など）を施すこともできる。更に
、本発明成形体では、用紙に防水処理又は防湿処理したものを使用することがあるが、本
発明成形体の完成後に防水又は防湿処理を施すこともある。
【０００８】
　本発明成形体では、用紙に天然紙を使用したときには、塗布する接着剤に、植物系の糊
、動物系の膠を用いると、本発明成形体の製造に使用した材料は、接着剤まですべて天然
材質であるから、リサイクル性あるいは環境保全の面からも望ましい。本発明において接
着剤に合成接着剤を使用することは任意である。
【０００９】
　上記の本発明成形体の製造方法の構成は、対向面に接着剤を付けた２枚の紙同士又は二
重に折曲げた紙同士を前記接着剤により接着し、一例として雄型又は雌型面を所望断面形
状に形成したホットプレス、或は、ロール状の上，下型を用いたホットプレスによって前
記紙を成形しながら前記接着剤を硬化させて当該紙を前記断面形状に成形することを特徴
とする。
【００１０】
　本発明紙製成形体としては、写真スタンド，カレンダー用スタンド型台紙，椅子，トレ
ー，置物などを挙げることができる。特に、カレンダー用スタンド型台紙は、側断面略Ｌ
字状に形成すると共に、上端部にカレンダー用紙を綴じ込むための櫛歯状乃至フォーク爪
状のリング部を形成すると、台紙とカレンダー用紙の綴じリングが一体に形成されるので
、合理的であり、見映えも良好になる。
　また、二重にして接着される紙の成形方向は、当該用紙の長さ方向に関し一方向（前後
方向），二方向（前後方向と幅方向），無方向（360度内の任意方向）のいずれであって
もよい。
【発明の効果】
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【００１１】
　本発明によれば、写真スタンドや卓上カレンダー用のスタンド型台紙などを、好ましく
は天然紙と好ましくは天然材質系の接着剤を用いて所望形状の成形体に成形するので、用
済後の写真スタンドや卓上カレンダーなどを、それらの構成部材を分別することなく、元
の姿のままで一括してリサイクルなどの処理に回すことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、本発明成形体について、その実施の形態例を図を参照して説明する。図１は本発
明成形体を形成するための天然紙であって比較的厚目の紙による長方形の用紙の一例の斜
視図、図２は図１の用紙を２つ折りして接着する状態の斜視図、図３は図２の２つ折りの
用紙を写真スタンドの一例にプレス成形した状態の斜視図、図４はカレンダー用のスタン
ド型台紙を形成する用紙の一例の斜視図、図５は図４の用紙を成形したカレンダー用スタ
ンド型台紙の斜視図、図６は図３の写真スタンドのプレス成形工程の要部を模式的に示し
た側面図である。
【００１３】
　図１～図３に例示した本発明成形体は、一例として左右幅が10cm、長さが40～50cm程度
の長方形の比較的厚手（例えば0.2～0.5mm程度）の天然紙による用紙１（以下、単に「紙
」というが、材質は、普通紙，ファイバー紙，硫酸紙，グラシン紙，生分解性合成紙など
である。）によって形成される。
　即ち、図１の紙１を、その長さ方向において２つ折りするため、２つ折りして対向面と
なる面1a，1bの少なくとも一方に、図１では面1aに、望ましくは膠やデンプン系の糊など
による接着剤２を塗布する。接着剤２を塗布した紙１は、接着剤２の塗布面を内側（内面
）にして中間部の折り目３において２つ折りし、図２の状態にする。ここで、前記接着剤
２は糊や膠に限られるものではない。また、使用する紙の厚さや大きさも、上記例のもの
に限られない。
【００１４】
　本発明では図２の紙１を折り目３において２つ折りにして二層に積層した状態で接着剤
２が固化してしまう前にプレス成形をする。すなわち、図６に示すように、一例として断
面丸棒状乃至ロール状のホットプレス用の上，下の金型４，５の間に紙１を通す。金型４
，５の間に紙１を通しているとき、当該金型４，５を適宜動かす操作を加えることにより
、図３の写真スタンドPSの断面形状に成形しつつ、前記接着剤２を固化させて本発明紙製
成形体の一例が成形される。図６において、６，７は成形工程のガイドローラである。
【００１５】
　図６例示した上下の金型４，５は、少なくとも一方、好ましくは双方がともヒートロー
ラ構造のものであり、上，下で対向配置された間に図２の積層紙１を挟み、上金型４が時
計方向に、下金型が反時計方向に回転することにより、図２の前記紙１を図４の右方から
左方へ走行させる。
【００１６】
　上下金型４，５を回転させて紙１を図６の左方へ移動させているとき、当該金型４，５
を、少なくとも上，下に移動、或は、上，下と前，後に移動させることにより、当該紙１
を所望の断面形状に成形する。すなわち、金型４，５は、前記紙１の成形断面形状の曲げ
部1Aの成形とその部の接着剤２の乾燥を行うために、必要な方向へ移動できるように形成
されている。
【００１７】
　前記金型４，５の成形のための移動は、一例として金型４，５の支持フレーム（図示せ
ず）を油圧又は空圧シリンダなどにより、上，下動、或は、前後動させる。なお、ガイド
ローラ７も上下動できる構成を備えているが、ガイドローラ６の上下動機能は必ずしも必
要ではない。ガイドローラ７の上，下動は、前記紙１の金型４，５で曲げられた曲げ部1A
との干渉を避けるためである。
【００１８】
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　上記のように動作する金型４，５の間を図２の紙１が通過することにより、当該金型４
，５のヒータによって接着剤２が乾燥されると同時に、金型４，５の動作によって当該紙
１に、例えば図３の写真スタンドPSのような断面形状を付与する、つまり、成形をするの
である。成形された紙１は接着剤２が乾燥固化することにより、その成形形態に固定され
る。
【００１９】
　上記の本発明紙製成形体の成形は、ローラ型の上，下の金型４，５を使用した例である
が、成形用金型としては、図示しないが、成形体の形状を彫り込んだ雌型と雄型を使用す
ることができる。この場合の雌，雄型も、内部に熱源などを備えたホットプレス型である
。
【００２０】
　図３の写真スタンドPSでは、その立壁部Ｗに写真（図示せず）を立てかけて飾る。図示
しない卓上型カレンダーの台紙の場合には、上記立壁部Ｗに月めくりなどのカレンダー用
紙が取付けられる。本発明によれば、上記の写真スタンドやカレンダー台紙のほか、椅子
やトレー、器、置物などを紙を成形して作製することができる。
【００２１】
　本発明においてカレンダー用のスタンド型台紙CSは、二重にした用紙１の一端側を図４
に示すように櫛歯状にカットしてこの櫛歯状部Cmによってカレンダー用紙Cpの綴りリング
Crを形成すると、綴じリングCrとスタンド型台紙CSが一体に成形される（図５参照）。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明は以上の通りであって、対向面に接着剤を付けた２枚又は二重に折曲げた紙同士
を前記接着材により接着すると共に、接着される紙をホットプレスによって所望の断面形
状に成形することにより、前記接着剤を硬化させるとともに前記断面形状に成形して紙製
成形体を製造するようにしたので、用済後の写真スタンドや卓上カレンダーなどを、それ
らの構成部材を分別することなく、元の姿のままで一括してリサイクルなどの処理に回す
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明成形体を形成するための天然紙であって比較的厚目の紙による長方形の用
紙の一例の斜視図。
【図２】図１の用紙を２つ折りして接着する状態の斜視図。
【図３】図２の２つ折りの用紙を写真スタンドの一例にプレス成形した状態の斜視図。
【図４】カレンダー用のスタンド型台紙を形成する用紙の一例の斜視図。
【図５】図４の用紙を成形したカレンダー用スタンド型台紙の斜視図。
【図６】図３の写真スタンドのプレス成形工程の要部を模式的に示した側面図。
【符号の説明】
【００２４】
　１　　　　用紙
　２　　　　接着剤
　３　　　　折り目
　４，５　　金型
　６，７　　ガイドローラ
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